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早いもので2025年も12月となり、新たに2026年を

迎えようとしています。また11月23日には、デイサー

ビス還る家ともに 20周年記念式典を無事開催する

ことが出来ました。 

デイサービスをこうやって20年続けることが出来た

のは、長年にわたる温かい応援・ご支援の賜物と心

より感謝申し上げます。これからもよろしくお願いい

たします。 

今年は、境内の蕗の薹やタケノコ、柿など季節の実

りが豊作で四季折々の季節の移ろいを五感で感じ

ながら、一日一日を大切に皆様と過ごすことが出来

ました。 

来年も皆様のご期待に沿えるよう、スタッフ一同、 

より精進してまいる所存でございます今後も変わら

ぬご厚情を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

コスモスが満開でした 

10月上旬は25度を超える夏日もあったもの

の下旬には急に涼しくなり、特に朝晩は肌寒

いくらいの季節となりました。秋らしい良い気

候が短くなった感もありますが、過ごしやす

い日に近隣の公園に出かけるとコスモスが満

開でした～季節はちゃんと移ろうものです

ね。 



坊

十周年の時、壇上で涙を流した三根所長の姿を今も覚えています。 

本堂建て替えの為の一時移転、その運営には多大なご苦労がありまし

た。あれから十年。コロナウイルス罹患者の増減に翻弄する日々の中、

職員間での対応への考え方の相違、マスクや消毒液が不足する中での

感染対策、クラスター発生の恐怖。その苦しみに耐えながらも、三根所

長は変わらず、ご利用者とご家族のことを第一に考え、どのような時

も現場の最前線で支え続けてくれました。ある雪の日には、休日にも拘

らず自ら出勤し、本堂への坂道や送迎車の周囲、玄関前の雪かきを率

先して行ってくれました。さらにご利用者のご自宅の様子を一軒一軒

確認して回ってくれました。 

「どうすれば、この方の苦しみを和らげ笑顔が生まれるか」その思いを

胸に常に行動している姿に、深謝と尊敬の極みです。 

三十周年を目指し、全職員間のチームワークを大切にしつつ、ご利用

者とご家族に寄り添った今日一日を積み重ねて参りたいと思います。 

ボランティアさん募集

デイサービス還る家ともに 

では、現在ボランティアさん

を募集しています。 

活動内容は、 

・ご利用の方とのお話相手 

・お散歩付き添い 

・食事作り 

・レクリエーション 

・園芸作業 

などです。 

ご希望の方は、お気軽に 

ミネまでお問い合わせくだ

さい。宜しくお願いいたしま

す。 

 

編集後記 

20周年記念式典～準備編～ 

表面でも記しましたが11月23日善了寺デイサービス還る家

ともに20周年記念式典を開催しました。 

今回の記念式典は、ご利用の皆さんと‘ともに’作り上げる 

ことを一つのテーマとして挙げました。 

‘ともに’在る事は、開所時から大切にしてきたことです。 

介護する側・される側といった関係を越えて、お互いさま関

係を大切に一緒に過ごし、酸いも甘いも共有しながら家族

じゃないけど家族のようであれたら、と考えてきました。 

その想いも含め今回は式典の事前準備の段階から、ご利

用の皆様にも多くの部分で準備をお手伝いいただきまし

た。 演劇の大道具の制作やハンドベルの蝶ネクタイの縫

物。式典看板の書道など、多くの部分でご協力いただきな

がら一緒に作り上げてきました。出し物としてハンドベルや

観客席一体型の演劇なども練習を重ねてきました。その過

程を写真で一部紹介させて頂きます。 


